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中 野 市 長  

 

 

   令和８年度地域未来交付金事業（仮称）中野市美術館建設工事                       

に対する質疑について（回答） 

 

 標記の件について、下記のとおり回答いたします。 

 

記 

 

番号 質 問 事 項 回 答 

１ 

現時点での中東情勢の不安定

により、資材価格及び仕入れ、

納期の見通しが立ちません。そ

れに伴う材料価格の上昇、調達

納期が難しい事態となった場

合、変更契約(工事費・工期)、

及びスライド条項適用などの

協議をご検討いただけますで

しょうか。 

原則は公告のとおりですが、必要に応

じ、協議には応じることとします。 

２ 

本工事の積算単価は 3 月末時 

点の単価と考えてよろしいで 

しょうか。 

お考えのとおりです。 

３ 

金抜き設計書ＰＤＦですが、エ 

クセルでの配布は可能でしょ 

うか。 

可能です。別添のとおりです。 

４ 

M-0３・M-０４ 電気温水器の 

台数についてですが、ワークシ 

ョップの機番EB-２ ２台とあ 

りますが、機器表及び内訳書で 

は EB-３と記されています。ど 

ちらがただしいのでしょうか 

EB-3 を２台としてください。 

５ 
Ｍ－０２ 衛生器具表の化粧

鏡、（YMK51K/KF-3610AS）は２

M-02 図を正としてください。 



枚、(YM6090F/KF-5010G)は１

枚とありますが、衛生設備内

訳書では１枚とあります。ど

ちらが正しいのでしょうか 

６ 

Ａ－３４ サイン意匠図 G-

02ポスター掲示サインの仕様

ですが、画鋲用かマグネット

用かご指示お願いします。 

マグネット用としてください。 

７ 

S-03図 梁フカシ筋について、 

D１３以上か、梁主筋１段落 

とし径の、どちらを採用したら 

よいでしょうか。 

S-21 図を参考にしてください。 

８ 

A-63 図 既存樹木撤去につい 

て、欅、桜の高さが不明です。 

使用高所作業車等の選定の為、 

ご指示お願いします。 

約６ｍから８ｍ程度としてください。 

９ 

金抜き設計書 A-2-6解体撤去 

工事  収集運搬について、搬 

入できる運搬車、ダンプ車両等 

のサイズの記載が不明です。搬 

出入可能な車両サイズ等をご 

指示お願いします。                        

敷地南側の市道幅員が歩道を含め、９ｍ

あります。また、A-66 図で、敷地出入口

の間口は８ｍを確保し、敷地内通路は約

4.5m は最低確保します。 

上記から可能な車両サイズ等を見込む

こととしてください。 

10 

金抜き設計書 A-2-6 解体撤去 

工事 P－74【伐採工】BH 林業使 

用について、使用アタッチメン 

トはグラップル、フォーク等の 

樹木を直接掴める仕様で考え 

ればよろしいでしょうか？ 

お考えのとおりです。 

11 

E-10 図 掲示板灯・外灯・館名

サイン用電源配管は距離があ

る為、建物外部にプルボックス

を設けてもよろしいですか。 

建物外部へのプルボックス設置は避け

てください。掲示板灯・外灯用について

は必要に応じ、プルボックスはピット内

へ設置することとし、館名サイン用につ

いては、掲示板灯・外灯用と同じ配線ル

ートを検討することとしてください。 

12 

E-05 図 分電盤指定色塗装は

メーカーが受注を停止してい 

ます。標準色塗装として、よろ

受注停止の場合は、標準色としてくださ

い。 



しいでしょうか。 

13 

図面番号 A-01 

完成時の提出図書の完成図 6

部の内訳は A3 二つ折りです

か、A1 でしょうか。 

A1 を１部、A3 を５部としてください。 

14 

図面番号 A-08 

空気環境測定を 10 ヶ所するよ

うになっていますが、参考内訳

にはありません。どの項目に入

れればよいですか。 

内訳書 P-59 に記載のとおりです。 

15 

図面番号 A-09、67 

埋蔵文化財調査に関しては別

途と考え、調査の為に工程に影

響が出るという事で、施工者側

が特にする事は無いとの考え

てよろしいでしょか。 

埋蔵文化財調査は市が行いますが、調査

時の掘削作業は請負業者で行って頂き

ます。 

16 

図面番号 A-67 

基礎下の地盤改良が深い箇所

は、基礎下のみ掘り下げるのは

難しいが柱状改良ではなく、 

基礎掘削時に埋蔵文化財調査

で立ち会ってもらった後に、セ

メント系固化材を混ぜて地盤

改するという考えてよろしい

でしょか。 

地盤改良は、柱状改良ではなく、ブロッ

ク改良となります。支持地盤までの掘削

時に埋蔵文化財調査として、市が立会、

調査を行います。 

支持地盤まで掘削、調査完了後に改良工

事を行う流れとなります。 

17 

図面番号 A-67 

23 箇所の工事立会とはどこを

指すのでしょうか。立会が終わ

らないと次工程に進めず工程

に影響が出るということはあ

るでしょか。 

基礎掘削部 22 か所、ピット掘削部１か

所の計 23 か所です。 

立会完了後、通常工程へ進んで頂いて構

いませんが、保護措置等が必要になった

場合は、監督員との協議とします。 

18 

図面番号 A-12 

展示室の壁仕上げビニルクロ

スの下地が合板ｔ15（A-16では

シナ合板ｔ15）で伸縮が大きい

と思うが、合板の目地はメッシ

ュテープ程度と考えておけば

よろしいでしょうか。 

お考えのとおりです。 



19 

図面番号 A-15 

屋根 1 伏図にステンレスオー

バーフロー管 44 ヶ所との記載

があるが、何を意味しているの

か。ご指示下さい。 

ステンレスオーバーフロー管は３か所

としてください。 

20 

図面番号 A-16 

X1～X2 の X2 側のピットに釜場

が無いが Fb1 に水抜き穴を設

けるのか。ご指示下さい。 

Fb1 に水抜き穴２か所、塩ビ管Φ75 の半

割を見込むこととしてください。 

21 

図面番号 A-16､12､04 

ピット内法壁面にポリスチレ

ンフォーム H1380 を打ち込む

ようになっているが、その面も

ケイ酸質系塗布膜防水を施工

すると考えてよろしいでしょ

か。 

ピット外部側の壁面に防水施工するこ

ととしてください。 

22 

図面番号 A-17､08 

図面では天井点検口（450×

450）16 ヶ所（外部 3+内部 13）

ですが金属工事の内訳は内部8

しかありません。 

また、A-08 特記仕様書には 600

角にも印があり、一般形と密閉

形に印が付いているのですが

A-17 図ではどれがそれらに該

当するか不明です。ご指示下さ

い。 

天井点検口は 16 か所（外部３、内部 13） 

とし、全て 450 角、一般形としてくださ

い。 

23 

図面番号 A-17 

展示室１の中央部可動パネル

の所にピクチャーレールが 3

本とライティングレールが 2

本ありますが、ピクチャーレー

ル 2 本の間違いでよろしいで

しょか。 

ピクチャーレール２本、ライティングレ

ールなしとしてください。 

24 

図面番号 A-17、21、22、08 

特記仕様書ではブラインド・カ

ーテンボックスは集成材120×

80 ですがそれ以外の図面はア

お考えのとおりです。 



ルミの 120×120 です。特記が

間違えでよろしいでしょか。 

25 

図面番号 A-24 

自動ドア上の樹脂製上枠とは

どのようなものでしょうか。ご

指示下さい。 

アルミ額縁としてください。 

26 

図面番号 A-18 

C-外壁２はコンクリート打放

しとなっていますが、L-根廻り

のような撥水剤等の処理は不

要でしょうか。ご指示下さい。 

撥水剤を見込むこととしてください。 

27 

図面番号 A-19 

積雪荷重標示板がありますが

内訳には見当たりません。どの

ような仕様でしょうか。ご指示

下さい。 

ステンレス板 t1.5、バイブレーション

仕上げ、幅 250mm×高さ 200mm としてく

ださい。 

28 

図面番号 A-22 

耐火野地板による通気止め面

戸の溝型鋼内部に発泡ウレタ

ンを充填するようになってい

ますが、内訳には見あたりませ

ん。 

また、通気止め面戸が外壁の延

長上にありますが、屋根の吹付

断熱材ｔ100を吹くに当たり鉄

骨梁の上部で当て材が無いと

吹けないと思われます。この位

置では通気止めにならないの

でしょうか。ご指示下さい。 

発砲ウレタンを見込むこととしてくだ

さい。当て材は指定なしのため、適宜見

込むこととしてください。通気面戸は図

のとおりの位置とします。 

29 

図面番号 A-08 

㊶ポストが内訳に見当たりま

せんが図面にありますか。ご指

示下さい。 

1 個見込むこととしてください。設置位

置は契約後の協議とします。 

30 

図面番号 A-08、10 

㊵消火器 BOX（埋込型）が建築

工事になっていますが内訳に

見当たりませんがどの図面を

見ればわかりますか。ご指示下

２か所見込むこととしてください。 

設置位置は A-25 図に記載のとおりで

す。 



さい。 

31 

図面番号 A-09、61 

特記仕様でインターロッキン

グブロック舗装が該当になっ

ていますが、御影石敷きｔ25で

インターロッキングブロック

は無しと考えてよいでしょう

か。ご指示下さい。 

お考えのとおりです。 

32 

図面番号 A-61 

敷き鉄板及び仮設建物の下に

なっていた場所は芝補修とな

っていますが、半年以上鉄板の

下になっていた芝は枯れてし

まうと思われます。芝を張り替

えるのか、目土の敷き均しでい

いのかどの程度見込めばよろ

しいか。ご指示下さい。 

芝張替として見込むこととしてくださ

い。 

33 

図面番号 A-04、22、24 

特記仕様の防水の項目で⑤ケ

イ酸質系塗布膜防水が該当し

ていますが矩計図および内訳

には記載がありません、施工不

要でしょうか。ご指示下さい。 

防水を見込むこととしてください。施工

箇所については、番号 22 の回答のとお

りです。 

34 

内訳 P-17 

止水板とありますが、ピットの

地中梁と土間コン 120 の部分

との考えでよいでしょうか。ご

指示下さい。 

お考えのとおりです。 

35 

図面番号 A-17、23 

ピクチャーレール 70ｋｇ仕様

フック付となっていますが、1

本のレールに 70ｋｇ仕様フッ

クを数本使用されるとなれば

相当な荷重がかかると思われ

ます。 

今回 RC の壁でなくブラケット

は付けられない為、吊ボルトを

＠455で設ける仕様だと思うの

A-26 図に記載のとおり、ピクチャーレ

ールのみの箇所についてもスライディ

ングウォールと同様の下地鉄骨を見込

むこととしてください。 



ですが、ボルトの吊元にスライ

ディングウォールの下地鉄骨

のようなものを考えたほうが

よいのでしょうか。ご指示下さ

い。 

36 

図面番号 A-24 

ピットの土間コン下に捨コン

ｔ50 と記載があるのですが誤

記でしょうか。ご指示下さい。 

窯場、地中梁の下のみ捨てコンを見込む

こととしてください。 

37 

図面番号 A-29、31 

建具キープランの SD-04 は建

具表(2)の「SD-03 方開戸」で

よいでしょうか。ご指示下さ

い。 

お考えのとおりです。 

38 

図面番号 A-20、22 

A-20 矩計図 2 段目の矩計図 Y1

通り（※Y3 の誤記と思われる）

にロールブラインド BOX が付

くと思うのですが、A-22 の Y3

通りを見ると梁型の天端が 1

枚の板のように描かれていま

す。素材や仕上げの記載が無い

のですが、アルミ額縁、ポスト

フォーム、木、何でしょうか。

ご指示下さい。 

上部サッシのメンテナンス時に人が乗

ることも想定し、石膏ボード t12.5 二重

張り、粘着剤付き化粧塩ビフィルム貼り

としてください。 

39 

内訳 P-63、図面番号 A-17、23、

25、52 

展示ケースの寸法が内訳と図

面で違います。また、内訳では

展示ケースは家具のようにな

っていますが、図面を見る限り

現場施工だと思います。展示ケ

ースに関わる下地や仕上げは

内装などの内訳に入っていな

いという事でしょうか。 

また、展示ケース内の仕上げ及

び下地が図面ごとに異なって

いるのですが、どれを正として

展示ケースの下地は内訳 P-56、57、仕上

げは内訳 P-63 に含まれています。 

図面については、A-54 図を正としてく

ださい。 



考えればよろしいですか。ご指

示下さい。 

※床：ｺﾝﾊﾟﾈ 12+12＋ｳｽﾍﾞﾘ敷 or 

耐水合板ｔ15＋ｳｽﾍﾞﾘ敷ｔ6.5  

壁：ｹｲｶﾙｔ12＋ｸﾛｽ or ｼﾅ合板

ｔ15＋ｸﾛｽ  天井：ｹｲｶﾙｔ12

＋ｸﾛｽ or GB-R9.5＋岩綿吸音

板ｔ12 

40 

内訳 P-30、31、図面番号 A-12、

21、23 

・木巾木の高さが仕上表と内

訳では H＝60 ですが、矩計図で

は H＝75 となっています。60が

正でよいでしょうか。ご指示下

さい 

お考えのとおりです。 

41 

図面番号 A-23、26 

矩計図では外壁断熱材が先行

に見えますが、外壁面 2 重壁納

まりを見ると、天井が先行でそ

の後に吹付硬質ウレタンを施

工するようになっており、天井

裏に潜って吹付をしなければ

ならないと思います、部分詳細

図優先ですか。 
外壁裏面に吹付硬質ウレタン

ｔ50 の断熱層を施工後に天井

材と外壁断熱材との取合隙間

は、下からカートリッジ式ウレ

タンを吹付けて気密取ると考

えてもよいか。ご指示下さい。 

設備の納まりから天井が先行となるた

め、部分詳細図を優先することとしてく

ださい。 

42 

図面番号 A-22、16 

荷解き室と受付の間の壁に不

燃区画との記載があるが、仕様

はどこかに記載ありますか。ま

た、どこの範囲の壁を指すので

しょうか。ご指示下さい。 

A-16 図の W04 としてください。範囲は

同図に記載のとおりです。 

 

 



※「質問事項」については、各業者から提出された原文をそのまま使用しております。 

 

文化スポーツ振興課文化振興係 

（内線 394） 

 


